







































































































































































































































































































































4× 1＋ 8× 2＋ 7× 3＋ 4× 4＋ 4× 5＋
0× 6＋ 6× 7＋ 6× 8＋ 8× 9＋ 8× 10






































　　4＋ 0＋ 1＋ 0＋ 3＋ 5＝ 13…　A
イ　偶数番目の数をたす。9＋ 3＋ 1＋ 0＋
6＋ 6
　　＝ 25…B
ウ　A＋ B× 3を計算する。13＋ 25× 3
　　＝ 88…C
エ　10－（Cの 1位の数）を計算する。
オ　 10－ 8＝ 2　となって、チェックデジッ
トと同じ数になる。
カ　機械はバーコードを正しく読み取ってい
る
ことが確かめられる。
このように機械はバーコードを読み間違って
いないかをチェックして間違いのないようにし
ています。
色々な商品のバーコードを比べて、どの商品
にはどんな番号が付けられているか、調べま
しょう。
③魔方陣
方陣…正方形を碁盤状に区分し、各ますの中
に数字を入れたもの
魔方陣…縦、横、斜めの数字の和が同じにな
る方陣
紀元前の中国のことです。甲羅に不思議な絵
が書かれた亀が現れました。その絵に描かれた
数字は、いずれの縦、横、斜めの 3つを足して
も 15になるのです。全く不思議で魔法のよう
です。そのため、この図は悪魔や病気から避け
られるものとして家の門口に掛けておく習慣が
できたと言われています。これは三次方陣とよ
ばれ、下のようにいずれの縦、横、斜めの和は
15になります。
4 9 2
3 5 7
8 1 6
これを参考にして、四次方陣を作ってみま
しょう。
ア　対角線上に 1，2，3，4を縦、横に 1個
ずつになるように置く。
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イ　空欄に 1，2，3，4の数を、先に置いた
数と重ならないように、縦、横に 1個ず
つになるように置く。
　　（以下略）
5　おわりに
本稿で取り上げた「小学校における総合算数
科の試案」は、算数・数学のよさや有用さを
学習者の心の内に呼び戻し、歴史や自然、そし
て生活の中での数学の役割に目を向けさせるこ
とをねらいとしている。そして従来からの指導
内容に対する理解を深化させるとともに、自然
や生活への数学の適用例を基に、数学的な考え
方や見方や処理の仕方への有用感を子どもたち
の中に高めることができると考えている。した
がって、この試案は、既設の算数科の位置付け
を否定するものでもなく、また統合する目的を
持ったものでもない。あくまでも小学校算数科
と共存し、既存の基礎的基本的事項の指導を目
的とするカリキュラムを補いそれとの併用を意
図したものである。
今後、現場への導入と使用に至るまでには、
有用性を実感させる内容の指導状況に関する調
査による正確な現状把握が欠かせない。また内
容の適切さの検討や限られた時間数の中での使
用の工夫、新たな教材開発など、研究者と実践
家との検討や現場での実践に基づく検証を重ね
ることなど課題も多い。これらの点については、
今後の検討課題としたい。
遠山（1980）は、生活単元学習を批判した論
文の中で、児童の興味を呼びさます方法に対す
る疑問として「生徒の興味に追従して、興味の
うすいものは省略してしまう傾向がないか、と
いう点である。もともと興味は利用すべきもの
であって、それ自身を目的にすべきでない。生
徒のおもしろからぬものはすべて除いてしまっ
たら、多くの重要なことが脱落してしまうだろ
う」と述べている。数学の有用さに焦点を当て
たこの試案が、生活単元学習への回帰に繋がら
ないようにする上でも、生活単元学習が一面で
もたらした失敗の轍を踏まないためにも、この
遠山の指摘は、カリキュラムの作成や使用時の
配慮点として欠かせないであろう。
〈引用・参考文献〉
国立教育政策研究所.「平成22年度全国学力・学習状況
調査（小学校）報告書、2010年。
　　（www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html）
菅岡強司「算数教育と『楽しさ』」柴田義松、藤岡信勝、臼
井嘉一『教科と教材の開発』日本書籍、1994年。
遠山啓『たのしい数学・たのしい授業』太郎次郎社、1981
年、p.148。
長崎栄三『算数・数学科における総合的な学習』国立教
育研究所、2000年。
文部科学省『小学校学習指導要領解説算数編』東洋館
出版、2008年、p.4,p.18。
遠山啓『教育の理想と現実』太郎次郎社、1980年、p.52。
清水静海、船越俊介ほか50名『わくわく算数6上下』啓林
館、2011年。
一松信ほか48名『みんなと学ぶ小学校算数6年上下』学
校図書、2010年（検定済）。
藤川斉亮、飯高茂ほか40名『新しい算数6上下』東京書
籍、2010年（検定済）。
橋本吉彦ほか18名『たのしい算数6上下』大日本図書、
2010年（検定済）。
小山正孝、中原忠男ほか24名『小学算数6上下』日本文
教出版、2010年（検定済）。
澤田利夫ほか27名『小学算数6上下』教育出版、2010年（検
定済）。
石橋康徳『数と図形』渓水社、2001年、pp.1-6。
上野富美夫『数学パズル事典』東京堂出版、2004年、
pp.45-47。
西山豊『数学を楽しむ』現代数学社、2007年、pp.59-60。
「生きる力をはぐくむ算数授業の創造」刊行会『「総合的
な学習」に生きる算数』ニチブン、1999年。
